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［成果情報名］カシノナガキクイムシ被害防除手法の開発 

 

［要約］紀州備長炭の原木であるウバメガシ林がカシノナガキクイムシ（以下、カシナガ）によ

る被害を受けている。そこで、ウバメガシ被害木を 4 月までに伐倒するだけでカシナガの発生

を 1%以下に抑制できる簡易な駆除手法「伐倒残置」を開発した。 
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［背景・ねらい］ 

 1999 年に新宮市（旧熊野川町）でカシナガによるナラ枯れ被害が発生し、その被害エリアは年々

広がり、紀州備長炭の原木であるウバメガシ林にも被害が及んでいる。被害対策にはカシナガの

生息密度を減らすことが重要であることから、カシナガの発生時期を明らかにするとともに簡易

な駆除手法の開発を行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．カシナガの発生時期は 6 月下旬から 11 月中旬で、コナラよりもウバメガシの方が発生期

間が長く、１孔あたりの発生頭数もウバメガシの方が多い（図 1）。 

２．カシナガの被害を受けたウバメガシは、小径被害木（平均胸高直径 11.0cm）から 34.8 頭/

孔、大径被害木（平均胸高直径 20.0cm）から 36.3 頭/孔と発生するカシナガの頭数は同じで

ある。 

３．ウバメガシ被害木は 4 月までに伐倒するだけでカシナガの発生を 1%以下に抑制すること

ができる簡易な駆除手法「伐倒残置」を開発した。 

   しかし、ウバメガシ被害木を高切りしたまま放置すると、カシナガの発生を増長させてし

まうため、地際で伐倒することが重要である。 

   また、コナラ被害木では伐倒残置による抑制効果は高くない（図 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．ウバメガシ被害木は、小径木であっても駆除すること。 

２．ウバメガシ林におけるカシナガ対策は、簡易で低コストな手法「伐倒残置」が適用できる。 

  なお、被害木は 4 月までに伐倒すること。 

３．ウバメガシ被害木を高切りし、その切株を放置すると、カシナガの発生を増長させてしまう

ため、なるべく地際で伐採すること。 

４．コナラ被害木における伐倒残置の抑制効果は高くないため、伐倒後に破砕か焼却処理を行う

従来の伐倒駆除が望ましい。 

 

 

 

 

 

 



 

［具体的データ］ 

 

図 1 コナラとウバメガシからのカシノナガキクイムシ発生期間 

 

 

図 2 伐倒残置によるウバメガシとコナラの効果比較 

※図中のバーは標準誤差(S.E)を示す 
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